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 加えて，土橋・戸塚・矢部（1992）は，小学校 4 年生～6 年生を対象に，今までで 1 番うれしかった
ほめられ方についてアンケート調査を行った。その結果，ほめられた場面として，お手伝い場面を報
























映画のシナリオ計 104 話を資料として，864 の「ほめ」の談話をシナリオのシーン単位で収集し，人間
関係によって「ほめ」を分類し，人間関係における「ほめ」への応答の特徴を分析している。その結
果，収集された「ほめ」の談話のうち最も多かったものは，ほめ手と受け手が対等な立場の者同士で
の「ほめ」（390 話）であり，上位者から下位者への「ほめ」は全体の 3 割（290 話）であった。また，


























































う 3 つの立場の 4 人の他者をほめ手として設定した。 
インタビュー調査は，インタビュアーと子どもが 1 対 1 で行った。インタビューは，朝読書の時間，







































うれしいと思う順番に並べてもらった 5 つの「ほめ」の内容の順位を，1 位（5 点），2 位（4 点），3
位（3 点），4 位（２点），5 位（1 点）と得点化した。この得点を各参加者における「ほめ」の内容毎
の「ほめ」得点とした。これらの「ほめ」得点を用いて，「愛情」，「能力」，「努力」，「性格」，「物質」






























イレの掃除とか頑張ってて，そういうのをほめてもらったら 1 番うれしいから。」 
1－④F「どうしてよく頑張ったねや～できるようになったねが 1 番うれしいと思いましたか？」―――「自分のできな
いことができるようになったり，最後まで頑張ったりしてきたことを，言葉で言ってもらうのが 1 番うれしい。」 
1－⑤F「どうしてよく頑張ったねや～できるようになったねが 1 番うれしいと思いましたか？」―――「なんか，自分
が頑張ったこととかに，言ってもらうのが 1 番うれしいから。」 
5－③F「どうしてよく頑張ったねや～できるようになったねが 1 番うれしいと思いましたか？」―――「え，なんか頑

































位（4 点）、2 位（3 点）、3 位（2 点）、4 位（1 点）と得点化した。これを「ほめ手得点」とした。「ほ











―――「じゃあ，あんまり言ってくれない人に言ってもらうのが 1 番うれしいのかな？」―――「うん。」 
1－④M「どうしておうちの人が 1 番うれしいと思いましたか？」―――「1 番好きだから。」 
1－④F「どうしておうちの人が 1 番うれしいと思いましたか？」―――「友だちや先生には，笑ってくれたりして，伝
えてくれたりはするんですけど，やっぱりおうちの人とは，平日は少ししか会えなくて，その日のうちに話さないと忘





 「先生」のほめ手得点を 2 要因分散分析したところ，学年要因に有意差が見られ，1 年生（平均 2.6











1－①M「どうして友だちが 1 番うれしいと思いましたか？」―――「えっと，いっつも一緒に遊んだりしているから。」 













5－④M「どうして友だちが 1 番うれしいと思いましたか？」―――「1 番笑いあったりしているから，その友だちにし
てもらうと，認めてもらっていると思えるから。」 



















が見られた（それぞれ F（1，16）＝15.68, p<.01;  F（1，16）＝5.12,  p<.05）。単純主効果の検定を行ったところ，1
年生においてのみ性別に有意差がみられ，男児（平均 3.8）のほうが女児（平均 1.6）より得点が高か
った（F（1，16）＝19.36，p<.01）。一方で 5 年生においては男児（平均 3.2）と女児（平均 2.6）の間に有
意差はなかった。「親」が一番うれしいと回答した子どもの理由は以下の通りであった。 
 
1－①M「どうしておうちの人が 1 番うれしいと思いましたか？」―――「お手伝いとかに，よく言ってもらうから。」 
1－③M「どうしておうちの人が 1 番うれしいと思いましたか？」―――「1 番知っている人だから。」 
1－④M「どうしておうちの人が 1 番うれしいと思いましたか？」―――「1 番好きだから。」 
1－⑤M「どうしておうちの人が 1 番うれしいと思いましたか？」―――「なんか学校で，頑張って作ったものとか，頑
張ったことを，お母さんに言ったら，すごいとか上手って言ってもらえるから。」 
5－①M「どうして親が 1 番うれしいと思いましたか？」―――「まあ，親は親で，自分のことを知ってほしいから。」 





 「先生」のほめ手得点を 2 要因分散分析したところ，学年要因に有意差が見られ（F（1，16）＝5.82，









 「友だち」のほめ手得点を 2 要因分散分析したところ，学年要因に主効果がみられ，「先生」とは反
対に 5 年生（平均 3.5）の方が 1 年生（平均 2.5）より得点が高かった（F（1，16）＝5.00，p<.05）。「友だ
ち」が 1 番うれしいと回答した子どもの理由は，以下の通りであった。 
 









5－④M「どうして友だちが 1 番うれしいと思いまいしたか？」―――「友だちが 1 番仲が良いから。」 









 「下級生」のほめ手得点を 2 要因分散分析したが，主効果･交互作用とも有意差はなかった。「下級
生」が 1 番うれしいと回答した子どもの理由は，以下の通りであった。 
 


























人が 1 番うれしい。」 













5－④F「どうして親が 1 番うれしいと思いましたか？」―――「いっつも見守ってくれているから。」 
 
 「先生」のほめ手得点を 2 要因分散分析したところ，学年要因の主効果に有意差は見られ（F（1，16）









に，～できるようになったねって言われたら 1 番うれしい。」 
 
 「友だち」のほめ手得点を 2 要因分散分析したところ，性別要因に主効果があり（F（1，16）＝12.00，
p<.01），男児（平均 3.1）の方が女児（平均 1.9）に比べて高かった。「友だち」が 1 番うれしいと回答
した男児の理由は，以下の通りであった。 
 























 「先生」のほめ手得点を 2 要因分散分析したが，主効果･交互作用とも有意差はなかった。「先生」












 「友だち」のほめ手得点を 2 要因分散分析したところ，性差要因に有意差が見られ（F（1，16）＝7.20，









5－①M「どうして友だちが 1 番うれしいと思いましたか？」―――「まあ，友だちは 1 年生からずっと一緒に過ごして
きたから，その友だちに頼りにされるとうれしいから。」 





5－⑤M「どうして友だちが 1 番うれしいと思いましたか？」―――「なんとなく。」 
5－②F「どうして友だちが 1 番うれしいと思いましたか？」―――「えっと，友だちは，なんか，親とかだったら，よ
く言われるけど，友だちが言ってくれたときが 1 番うれしい。」 
 
 「下級生」のほめ手得点を 2 要因分散分析したが，主効果･交互作用とも有意差はなかった。「下級





われたときが 1 番うれしくなる。」 










かった。「親」が 1 番うれしいと回答した子どもの理由は，以下の通りであった。 
 
1－①M「どうしておうちの人が 1 番うれしいと思いましたか？」―――「んー，なんとなく。」 


























 「先生」のほめ手得点を 2 要因分散分析したが，主効果･交互作用とも有意差はなかった。「先生」



























男児 女児 男児 女児
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子どもセンター年報 第３巻(2017) 
 
付録 1 
1年生 
●男児 
1－①M「ここに，いろいろな言葉と絵がグループに分けて置いてあります。この5つのことを，何かいいことをしたり，
頑張ったときに，してもらったらうれしいなって思う順番に並べてください。」―――並べてもらう。―――「ど
うしてありがとうや笑ってくれるが一番うれしいと思いましたか？」―――「んー，いいことをしたから。」―
――「いいことをしたときは，これを言ってもらったときが1番うれしい？」―――「うん。」―――「じゃあ，
次の質問です。ここに，おうちの人，先生，友だち，年下の友だちと書いてある4枚のカードがあります。この4
人の人に，ありがとうって言ってもらったり，笑ってもらったときに，うれしいなって思う順番に4人の人を並
べてください。」―――並べてもらう。―――「どうして友だちが1番うれしいと思いましたか？」―――「えっ
と，いっつも一緒に遊んだりしているから。」―――「じゃあ，頼りになるねや優しいねって言ってもらったと
きはどうですか？」―――並べてもらう。―――「どうしておうちの人が1番うれしいと思いましたか？」――
―「お手伝いをしたときに，言われてうれしかったから。」―――「じゃあ，よく頑張ったねや～できるように
なったねって言ってもらったときはどうですか？」―――並べてもらう。―――「どうして先生が1番うれしい
と思いましたか？」―――「えっと，授業とかで，字が綺麗なときに言ってくれたから。」―――「おうちの人
よりも先生の方がよく言ってくれる？」―――「おうちの人の方がよく言ってくれるけど，先生の方がうれしい。」
―――「じゃあ，すごいねや上手だねって言ってもらったときはどうですか？」―――並べてもらう。―――「ど
うしておうちの人が1番うれしいと思いましたか？」―――「お手伝いとかに，よく言ってもらうから。」―――
「じゃあ，物をもらってときはどうですか？これは，おうちの人と先生だけで考えてみてください。」―――並
べてもらう。―――「どうしておうちの人が1番うれしいと思いましたか？」―――「んー，なんとなく。」――
―「じゃあ，次の質問です。ほめるっていう言葉は知っていますか？」―――「うん。」―――「どんな意味か
教えてくれますか？」―――「んー，お手伝いをしてよく頑張ったときに言ってもらうこと。」―――「じゃあ，
誰にほめてもらいますか？」―――「えっと，お母さん。」―――「他には？」―――「おじいちゃん，おばあ
ちゃん。くらい。」―――「じゃあ，どんなときにほめてもらいますか？」―――「お手伝いとしたとき。」――
―「じゃあ，どんなことしてもらったらほめてもらったと思いますか？」―――「ありがとうとか。」―――「じ
ゃあ，ほめられたらどんな気持ちになりますか？」―――「いい気持ち。」―――「いい気持ちっていうのはど
んな気持ちですか？」―――「うれしいとか。」 
 
1－②M「ここに，いろいろな言葉と絵がグループに分けて置いてあります。この5つのことを，何かいいことをしたり，
頑張ったときに，してもらったらうれしいなって思う順番に並べてください。」―――並べてもらう。―――「ど
うしてよく頑張ったねや～できるようになったねが1番うれしいと思いましたか？」―――「なんか，自分の頑
張りを見てくれてるって分かるからうれしい。」―――「じゃあ，次の質問です。ここに，おうちの人，先生，
友だち，年下の友だちと書いてある4枚のカードがあります。この4人の人に，よく頑張ったねや～できるように
なったねって言ってもらったときに，うれしいなって思う順番に4人の人を並べてください。」―――並べてもら
う。―――「どうしておうちの人が1番うれしいと思いましたか？」―――「なんか，おうちの人に言ってもら
ったら，1番気持ちいいから。」―――「じゃあ，頼りになるねや優しいねって言ってもらったときはどうですか？」
―――並べてもらう。―――「どうして友だちが1番うれしいと思いましたか？」－――「なんか，友だちの手
伝いをしたときに，よく言ってくれるから。」―――「じゃあ，物をもらったときはどうですか？これは，おう
ちの人と先生だけで考えてみてください。」―――並べてもらう。―――「どうして先生がうれしいと思いまし
たか？」―――「先生の渡し方がいいから。」―――「どんな渡し方をしてもらう？」―――「みんなの前でも
らった。」―――「じゃあ，ありがとうって言ってもらったり，笑ってくれたときはどうですか？」―――並べ
てもらう。―――「どうしておうちの人が1番うれしいと思いましたか？」―――「手伝ったときとかに手伝っ
たら，ありがとうとかよく言ってくれるから。」―――「じゃあ，すごいや上手って言ってもらったときはどう
ですか？」―――並べてもらう。―――「どうして友だちが1番うれしいと思いましたか？」―――「いつも一
緒にいるから。」－――「じゃあ，次の質問です。ほめるっていう言葉は知っていますか？」―――「うん。」―
――「どんな意味か教えてくれますか？」―――「うまく言えん。」―――「じゃあ，誰にほめてもらいますか？」
重永・田中：子どもは「ほめ」をどのようにとらえているのか 
 
―――「友だち，おうちの人，先生。」―――「じゃあ，どんなときにほめてもらいますか？」―――「お手伝
いをしたとき。」―――「他には？」―――「賞状をもらったとき。もう思いつかん。」―――「じゃあ，どんな
ことしてもらったらほめてもらったと思いますか？」―――「ありがとうとかすごいね。」―――「ほめてもら
ったらどんな気持ちになりますか？」―――「いい気持ち。」―――「いい気持って？」―――「気持ちいい。」 
 
1－③M「ここに，いろいろな言葉と絵がグループに分けて置いてあります。この5つのことを何かいいことをしたり，頑
張ったときに，してもらったらうれしいなって思う順番に並べてください。」―――並べてもらう。―――「ど
うして物をもらったときが1番うれしいと思いましたか？」―――「お金をもらうから。」―――「じゃあもらえ
るものが，お金じゃなくて賞状だったときはどう？」―――「賞状でも1番うれしい。」―――「じゃあ，次の質
問です。ここに，おうちの人，先生，友だち，年下の友だちと書いてある4枚のカードがあります。まずは，友
だちと年下の友だちはなしで，おうちの人と先生から物をもらったときに，うれしいなって思う順番に2人の人
を並べてください。」―――並べてもらう。―――「どうして先生が1番うれしいと思いましたか？」―――「先
生もらったことないから。」―――「もらったことがない人からもらうのが，1番うれしいのかな？」―――「う
ん。」―――「じゃあ，すごいや上手って言ってもらったときはどうですか？今度は，4人の人で考えてみてくだ
さい。」―――並べてもらう。―――「どうしておうちの人が1番うれしいと思いましたか？」―――「1番知っ
ている人だから。」―――「じゃあ，よく頑張ったねや～できるようになったねって言ってもらったときはどう
ですか？」―――並べてもらう。―――「どうして友だちが1番うれしいと思いましたか？」―――「友だちは，
1番仲が良いから。」―――「よく頑張ったねや～できるようになったねって言ってもらうのは，1番仲が良い人
に言ってもらいたい？」―――「うん。」―――「じゃあ，頼りになるねや優しいねって言ってもらったときは
どうですか？」―――並べてもらう。―――「どうして年下の友だちが1番うれしいと思いましたか？」―――
「年下の友だちは小さいから，小さい子に言われたときが1番うれしくなる。」―――「じゃあ，ありがとうって
言ってもらったり，笑ってくれたときはどうですか？」―――並べてもらう。―――「どうしておうちの人が1
番うれしいと思いましたか？」―――「おうちの人は，滅多に言ってくれないから。」―――「じゃあ，あんま
り言ってくれない人に言ってもらうのが1番うれしいのかな？」―――「うん。」―――「じゃあ，次の質問です。
ほめるっていう言葉は知っていますか？」―――「はい。」―――「どんな意味か教えてくれますか？」―――
「すごく上手にできたねって言ってくれること。」―――「じゃあ，誰にほめてもらいますか？」―――「お父
さん，お母さんとおじいちゃん，おばあちゃんと先生と友だち。後，友だちのお母さん。それくらい。」―――
「じゃあ，どんなときにほめてもらいますか？」―――「お掃除が綺麗にできたときとか，走るのが早くなった
ときとか。」―――「他には？」―――「友だちに優しくしたとき。字が綺麗に書けたとき。」―――「じゃあ，
どんなことしてもらったらほめてもらったと思いますか？」―――「すごいですねとか，上手だね。ご褒美にな
んかもらえるときとか。」―――「他には？」―――「ありがとうとか，よかったね。」―――「じゃあ，ほめて
もらったらどんな気持ちになりますか？」―――「うれしい。やったー。よかったなって思う。それくらい。」 
 
1－④M「ここに，いろいろな言葉と絵がグループに分けて置いてあります。この5つのことを，何かいいことをしたり，
頑張ったときに，してもらったらうれしいなって思う順番に並べてください。」―――並べてもらう。―――「ど
うして物をもらったときが1番うれしいと思いましたか？」―――「すごいことになるかもしれないから。」――
―「すごいことってどんなこと？」―――「わからん。」―――「じゃあ，次の質問です。ここに，おうちの人，
先生，友だち，年下の友だちと書いてある4枚のカードがあります。まずは，友だちと年下の友だちはなしで，
おうちの人と先生から物をもらったときに，うれしいなって思う順番に2人の人を並べてください。」―――並べ
てもらう。―――「どうしておうちの人が1番うれしいと思いましたか？」―――「1番好きだから」―――「じ
ゃあ，すごいや上手って言ってもらったときはどうでうすか？」―――並べてもらう。―――「どうして親が1
番うれしいと思いましたか？」―――「1番好きだから。」―――「じゃあ，よく頑張ったねや～できるようにな
ったねって言ってもらったときはどうですか？」―――「さっきと一緒かな。」―――「どうしておうちの人が1
番うれしいと思いましたか？」―――「さっきと一緒で，好きだから。」―――「じゃあ，頼りになるねや優し
いねって言ってもらったときはどうですか？」―――「ここにあるやつ全部順番は，一緒かな。」―――「1番う
れしいと思う理由も一緒？」―――「うん。」―――「じゃあ，次の質問です。ほめるっていう言葉は知ってい
ますか？」―――「うん。」―――「どんな意味か教えてくれますか？」―――「何かをしたら，いい子ねって
言ってもらうこと。」―――「じゃあ，誰にほめてもらいますか？」―――「お母さん，友だち，先生，大学の
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人。それくらい。」―――「じゃあ，どんなときにほめてもらいますか？」―――「プールでテスト受かったと
か，いいことをしたとき。」―――「じゃあ，どんなことをしてもらったらほめてもらったと思いますか？」―
――「ジュース買ってもらったり，すごいねって言ってもらったり。」―――「じゃあ，ほめてもらったらどん
な気持ちになりますか？」―――「うれしい気持ち。後，やったーって気持ち。」 
 
1－⑤M「ここに，いろいろな言葉と絵がグループに分けて置いてあります。この5つのことを，何かいいことをしたり，
頑張ったときに，してもらったらうれしいなって思う順番に並べてください。」―――並べてもらう。―――「ど
うしてよく頑張ったねや～できるようになったねが1番うれしいと思いましたか？」―――「いっつも，トイレ
の掃除とか頑張ってて，そういうのをほめてもらったら1番うれしいから。」―――「じゃあ，次の質問です。こ
こに，おうちの人，先生，友だち，年下の友だちと書いてある4枚のカードがあります。この4人の人に，よく頑
張ったねや～できるようになったねって言ってもらったときに，うれしいなって思う順番に4人の人を並べてく
ださい。」―――並べてもらう。―――「どうして友だちが1番うれしいと思いましたか？」―――「友だちが，
たくさん言ってくれるし，いつも遊んだりしてるから。」―――「じゃあ，すごいや上手って言ってもらったと
きはどうですか？」―――並べてもらう。―――「どうしておうちの人が1番うれしいと思いましたか？」――
―「なんか学校で，頑張って作ったものとか，頑張ったことを，お母さんに言ったら，すごいとか上手って言っ
てもらえるから。」―――「じゃあ，ありがとうって言ってもらったり，笑ってくれたときはどうですか？」―
――並べてもらう。―――「友だちが1番うれしいと思いましたか？」―――「何かやったときに，友だちに笑
ってもらったら1番いい気持ちになるから。」―――「じゃあ，物をもらったときはどうですか？これは，おうち
の人と先生だけで考えてみてください。」―――並べてもらう。―――「どうしておうちの人がうれしいと思い
ましたか？」―――「なんか，空手とか習ってて，頑張ったらアイスとかもらえるから。」―――「先生には，
何かもらったことはある？」―――「マラソン大会のときに，記録賞もらった。」―――「先生に，記録賞をも
らったときより，おうちの人にアイスもらったときの方がうれしい？」―――「うん。」―――「じゃあ，頼り
になるねや優しいねって言ってもらったときはどうですか？」―――並べてもらう。―――「どうして友だちが
1番うれしいと思いましたか？」―――「なんか，いっつも遊んでる友だちが，よく言ってくれるから。」―――
「じゃあ，次の質問です。ほめるという言葉は知っていますか？」―――「はい。」―――「どんな意味か教え
てくれますか？」―――「字が綺麗なときに，上手って言ってもらうこと。」―――「じゃあ，誰にほめてもら
いますか？」―――「おうちの人。」―――「他には？」―――「お父さん，おじいちゃん，おばあちゃん。後，
友だち。それくらい。」―――「じゃあ，どんなときにほめてもらいますか？」―――「字が綺麗なときとか，
お手伝いをしてあげたとき。」―――「じゃあ，どんなことをしてもらったらほめてもらったと思いますか？」
―――「上手だね。すごいね。」―――「じゃあ，ほめてもらうとどんな気持ちになりますか？」―――「うれ
しい。気持ちがいい。楽しくなる。それだけしか分からん。」 
 
●女児 
1－①F「ここに，いろいろな言葉と絵がグループに分けて置いてあります。この5つのことを，何かいいことをしたり，
頑張ったときに，してもらったらうれしいなって思う順番に並べてください。」―――並べてもらう。―――「ど
うしてすごいや上手が1番うれしいと思いましたか？」―――「なんか，上手に駒とかが回せたときとかに，言
ってもらったらうれしいから。」―――「じゃあ，次の質問です。ここに，おうちの人，先生，友だち，年下の
友だちと書いてある4枚のカードがあります。この4人の人に，すごいや上手って言ってもらったときに，うれし
いなって思う順番に，4人の人を並べてください。」―――並べてもらう。―――「どうして先生が1番うれしい
と思いましたか？」―――「なんか，算数とか音楽の授業のときに，音楽の授業のときには，鍵盤とか上手に弾
けたらうれしいし，算数の授業だったら，図がうまく書けたら上手って言ってもらったらうれしいから。」――
―「じゃあ，よく頑張ったねや～できるようになったねって言ってもらったときはどうですか？」―――並べて
もらう。―――「どうしておうちの人が1番うれしいと思いましたか？」―――「なんか，冬休みの宿題で縄跳
びがあって，その縄跳びがあや跳びができなかったのが，できるようになったねって言われたからうれしかっ
た。」―――「じゃあ，頼りになるねや優しいねって言ってもらったときはどうですか？」―――並べてもらう。
―――「どうして友だちが1番うれしいと思いましたか？」―――「なんか，優しいことをしてあげたり，して
あげたときに，頼りになるねとか言われてうれしかった。」―――「じゃあ，ありがとうとか笑ってくれたとき
はどうですか？」―――並べてもらう。―――「どうして年下の友だちが1番うれしいと思いましたか？」――
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―「なんか，けがしてて，保健室に連れて行ってあげたときに，ありがとうって言われてうれしかった。」――
―「じゃあ，物をもらってときはどうですか？これは，おうちの人と先生だけで考えてみてください。」―――
並べてもらう。―――「どうして先生が1番うれしいと思いましたか？」―――「なんか，マラソン大会ととき
とかに，賞状とかもらうと，足が速いって思えるから。」―――「じゃあ，次の質問です。ほめるっていう言葉
は知っていますか？」―――「うん。」―――「どんな意味か教えてくれますか？」―――「なんか，お手伝い
をして，ありがとうとか，ほめてくれること。」―――「じゃあ，誰にほめてもらいますか？」―――「おうち
の人とか。」―――「他には？」―――「先生とか，年下の子とか，近所の人とか，6年生とか，友だち。」――
―「じゃあ，どんなときにほめてもらいますか？」―――「なんか，友だちに列に並ぶときに困っていて，なん
か教えてあげるときにありがとうって言ってくれた。」―――「他には？」―――「なんか，6年生の人に，たま
たま6年教室の前を通ったときに，運動会で運んでただるまさんの目が落ちてたから，それを教えてあげたらあ
りがとうって言われた。」―――「じゃあ，どんなことしてもらったらほめてもらったと思いますか？」―――
「分からん。」―――「じゃあ，ほめられたらどんな気持ちになりますか？」―――「うれしい。あと，優しく
してあげてよかったなって思う。」 
 
1－②F「ここに，いろいろな言葉と絵がグループに分けて置いてあります。この5つのことを，何かいいことをしたり，
頑張ったときに，してもらったらうれしいなって思う順番に並べてください。」―――並べてもらう。―――「ど
うしてお金をもらうや賞状をもらうが1番うれしいと思いましたか？」―――「賞状をもらうときに，帰ってか
らおうちの人にすごかったねって言われるから。」―――「じゃあ，次の質問です。ここに，おうちの人，先生，
友だち，年下の友だちと書いてある4枚のカードがあります。まずは，友だちと年下の友だちはなしで，おうち
の人と先生から物をもらったときに，うれしいなって思う順番に2人の人を並べてください。」―――並べてもら
う。―――「どうしておうちに人が1番うれしいと思いましたか？」―――「えっと，お父さんとお母さんとお
ばあちゃんがいて，賞状を持って帰ったら，好きなものを買ってもらえるし，すごくいつもよりほめてもらえる
から。」―――「じゃあ，ありがとうや笑ってくれたときはどうですか？」―――「どうして友だちが1番うれし
いと思いましたか？」―――「友だちがたくさんいて，たくさんいる中でも，仲が良い人に，ありがとうや笑っ
てもらったら，自分もうれしいし，言った人もうれしくなるから。」―――「じゃあ，すごいねや上手だねって
言ってもらったときはどうですか？」―――並べてもらう。――「どうして年下の友だちが1番うれしいと思い
ましたか？」―――「妹がいて，1番下の妹が，よく片付けとかすぐ終わったら，早くてすごかったよとか，時々
お手伝いをするときに，お料理するが上手だねとかがうれしい。」―――「じゃあ，よく頑張ったねや～できる
ようになったねって言ってもらったときはどうですか？」―――並べてもらう。―――「どうしておうちの人が
1番うれしいと思いましたか？」―――「冬休み中に，お手伝いを決めてそれをするときがあって，学校に来る
前に，おうちの人からの一言を書いてもらったときに，できるようになってよかったねとか，また今度も頑張っ
てねとか，ありがとう，また今度もやってねって書いてくれたらうれしかったから。」―――「じゃあ，頼りに
なるねや優しいねって言ってもらったときはどうですか？」―――並べてもらう。―――「どうして先生が1番
うれしいと思いましたか？」―――「今日，先生に，お手伝いしたいって言ったときに，頼りになるねって言わ
れたからうれしかった。」―――「じゃあ，次の質問です。ほめるという言葉は知っていますか？」―――「う
ん。」―――「どんな意味か教えてくれますか？」―――「上手だねとか，優しいねって言ってもらうこと。」―
――「じゃあ，誰にほめてもらいますか？」―――「友だちと遊びに行くときに，その友だちのおうちの人に，
友だちを誘ってくれてありがとうって言われた。」―――「他には？」―――「おうちの人，妹，年上の6年生。」
―――「じゃあ，どんなときにほめてもらいますか？」―――「おうちの人にほめてもらうときは，賞状をもら
ったり，友だちに優しくしたよって言ったときに，すごいねって言われる。で，6年生の人には，1年生なのに6
年生に優しくしててありがとうって言われる。」―――「妹にはどんなときにほめてもらいますか？」―――「片
づけをしたとき。」―――「じゃあ，ほめてもらったらどんな気持ちになりますか？」―――「うれしいし，も
う一回やろうとも思うし，その人達にもう一回ほめられたいなと思う。」 
 
1－③F「ここに，いろいろな言葉と絵がグループに分けて置いてあります。この5つのことを，何かいいことをしたり，
頑張ったときに，してもらったらうれしいなって思う順番に並べてください。」―――並べてもらう。―――「ど
うして頼りになるねや優しいねが1番うれしいと思いましたか？」―――「えっと，頼りになるねは，頑張った
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りして，言うのを，ほめてもらうように感じるからうれしい。」――――「じゃあ，次の質問です。ここに親，
先生，友だち，下級生と書いてある4枚のカードがあります。この4人の人に，頼りになるねや優しいねって言っ
てもらったときに，うれしいなって思う順番に4人の人を並べてください。」―――並べてもらう。―――「どう
して年下の友だちが1番うれしいと思いましたか？」―――「なんか，見本を見せる感じだから。」―――「じゃ
あ，ありがとうや笑ってもらったときはどうですか？」―――並べてもらう。―――「どうして先生が1番うれ
しいと思いましたか？」―――「年上の人に言われると，年下の人に言われるよりうれしい。」―――「おうち
の人も年上の人だけど，先生の方がうれしい？」―――「ママは，あんまり言ってくれないから。」―――「じ
ゃあ，よく頑張ったねや～できるようになったねって言ってもらったときはどうですか？」―――並べてもらう。
―――「どうしておうちの人が1番うれしいと思いましたか？」―――「できるようになったねとかは，逆上が
りができなかったときに，できたりしたときにしてくれるから。」―――「じゃあ，すごいや上手って言っても
らったときはどうですか？」―――並べてもらう。―――「どうして年下の友だちが1番うれしいと思いました
か？」―――「すごいは，字が丁寧なときに言われるし，年下の子に言われるとお手本になるから。」―――「じ
ゃあ，物をもらってときはどうですか？これは，おうちの人と先生だけで考えてみてください。」―――並べて
もらう。―――「どうして先生が1番うれしいと思いましたか？」―――「渡し方がいいから。」―――「じゃあ，
次の質問です。ほめるという言葉は知っていますか？」―――「うん。」―――「どんな意味か教えてくれます
か？」―――「ほめるっていうのは，上手なときとか，なんか頑張ったときとかに，言ってもらうこと。」――
―「じゃあ，誰にほめてもらいますか？」―――「友だちに，いっぱいほめてもらった。」―――「他には？」
―――「ママとか家族。あと，先生。」―――「他には？」―――「言ってほしいのが，下の子。」―――「なん
で言ってほしい？」―――「なかなか言ってもらうことがないから。」―――「じゃあ，どんなときにほめても
らいますか？」―――「いっつもは，字が丁寧じゃないときがあるけど，丁寧になったとき。」―――「他には？」
―――「生活をちゃんとしたとき。後は，普段食器洗いとかは，ゲームをしてて中々できないけど，お手伝いを
したとき。」―――「じゃあ，どんなことしてもらったらほめてもらったと思いますか？」―――「ありがとう
とか，優しいね。字がきれいだね。すごいね。」―――「じゃあ，ほめてもらったらどんな気持ちになりますか？」
―――「うれしい。してよかったな。もっといっぱい頑張りたい。」 
 
1－④F「ここに，いろいろな言葉と絵がグループに分けて置いてあります。この5つのことを，何かいいことをしたり，
頑張ったときに，してもらったらうれしいなって思う順番に並べてください。」―――並べてもらう。―――「ど
うしてよく頑張ったねや～できるようになったねが1番うれしいと思いましたか？」―――「自分のできないこ
とができるようになったり，最後まで頑張ったりしてきたことを，言葉で言ってもらうのが1番うれしい。」――
―「じゃあ，次の質問です。ここに，親，先生，友だち，下級生と書いてある4枚のカードがあります。この4
人の人に，よく頑張ったねや～できるようになったねって言ってもらったときに，うれしいなって思う順番に，
4人の人を並べてください。」―――並べてもらう。―――「どうしておうちの人が1番うれしいと思いましたか？」
―――「友だちには，いつも言われているけど，おうちの人には，平日2時間くらいしか会えなくて，あんまり
話ができなくて，あんまり言ってもらえないから，おうちの人が1番うれしい。」―――「じゃあ，頼りになるね
や優しいねって言ってもらったときはどうですか？」―――並べてもらう。―――「どうして年下の友だちが1
番うれしいと思いましたか？」―――「よく，年下の友だちは，小さいから，優しくしてあげてるんですけど，
そのときに，頼りになるねや優しいねって言ってもらえるといい気持ちになれるから。」―――「じゃあ，すご
いや上手って言ってもらったときはどうですか？」―――並べてもらう。―――「どうして友だちが1番うれし
いと思いましたか？」―――「自分は，そう思っていなくて，ちゃんとできるように頑張っているだけなんだけ
ど，同じことをしている友だちにすごい，上手って言われると，自分はすごくできているんだって思えるから。」
―――「じゃあ，物をもらったときはどうですか？これは，おうちの人と先生だけで考えてみてください。」―
――並べてもらう。―――「どうしておうちの人が1番うれしいと思いましたか？」―――「すごい迷ったんで
すけど，おうちの人には，物をあんまりもらったことがないんですよ。先生には，賞状とかよくもらっているん
で，あんまりもらえない人からもらえたらうれしい。」―――「じゃあ，ありがとうって言ってもらったり，笑
ってもらったときはどうですか？」―――並べてもらう。―――「どうしておうちの人が1番うれしいと思いま
したか？」―――「友だちや先生には，笑ってくれたりして，伝えてくれたりはするんですけど，やっぱりおう
ちの人とは，平日は少ししか会えなくて，その日のうちに話さないと忘れちゃうから，あんまりありがとうとか
言ってくれないから，おうちの人に言ってもらったら1番うれしいかな。」―――「じゃあ，次の質問です。ほめ
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るという言葉は知っていますか？」―――「はい。」―――「どんな意味か教えてくれますか？」―――「自分
が何かやったときに，ありがとうの気持ちを込めてしてもらうこと。」―――「じゃあ，誰にほめてもらいます
か？」―――「おうちの人，先生，友だち，年下の人，年上の友だち。」―――「じゃあ，どんなときにほめて
もらいますか？」―――「おうちの人は，お手伝いしたときや苦手なことを頑張ったとき。友だちには，自分の
得意なことを見てもらったときかな。年下の人には，一回ほめられたことがあるんですけど，年下の友だちに優
しくしてあげたら，優しいお姉ちゃんでよかったって言われて，ほめてもらえているのかなって思った。先生に
は，自分が苦手なことを頑張ったときにほめてもらった。」―――「じゃあ，どんなことをしてもらったらほめ
てもらったと思いますか？」―――「おうちの人は，苦手なことを頑張ったときに，よく頑張ったねとか。お手
伝いのときは，ありがとうとか。友だちには，すごいなとか言ってもらったら。年下の人には，優しいお姉ちゃ
んでよかったとかありがとうとか。先生は，よく頑張ったねとかすごいねとか。」―――「じゃあ，ほめてもら
ったらどんな気持ちになりますか？」―――「うれしい。自分も笑顔になって，やってよかったなって思う。」 
 
1－⑤F「ここに，いろいろな言葉と絵がグループに分けて置いてあります。この5つのことを，何かいいことをしたり，
頑張ったときに，してもらったらうれしいなって思う順番に並べてください。」―――並べてもらう。―――「ど
うしてよく頑張ったねや～できるようになったねが1番うれしいと思いましたか？」―――「なんか，自分が頑
張ったこととかに，言ってもらうのが1番うれしいから。」―――「じゃあ，じゃあ，次の質問です。ここに，親，
先生，友だち，下級生と書いてある4枚のカードがあります。この4人の人に，よく頑張ったねや～できるように
なったねって言ってもらったときに，うれしいなって思う順番に4人の人を並べてください。」―――並べてもら
う。―――「どうしておうちの人が1番うれしいと思いましたか？」―――「んー，なんとなく。」―――「じゃ
あ，すごいや上手って言ってもらったときはどうですか？」―――並べてもらう。―――「どうして友だちが1
番うれしいと思いましたか？」―――「なんか，字が綺麗とかを，自分とおんなじ人に言ってもらえるとうれし
い。」―――「じゃあ，頼りになるねや優しいねって言ってもらったときはどうですか？」―――並べてもらう。
―――「どうしておうちの人が1番うれしいと思いましたか？」―――「いつもしないことをして，頼りになる
ねとか言ってもらったら，1番うれしいから。」―――「じゃあ，ありがとうって言ってもらったり，笑ってくれ
たときはどうですか？」―――並べてもらう。―――「なんで友だちが1番うれしいと思いましたか？」―――
「友だちが困っていて，助けてあげたときに，よく言ってもらえるから。」―――「じゃあ，物をもらったとき
はどうですか？これは，おうちの人と先生だけで考えてみてください。」―――並べてもらう。―――「どうし
ておうちの人が1番うれしいと思いましたか？」―――「おうちの人から大事なもらったときに，1番うれしい。」
―――「じゃあ，次の質問です。ほめるという言葉は知っていますか？」―――「はい。」―――「どんな意味
か教えてくれますか？」―――「友だちができていないことができたときに，すごいとか言ってもらうこと。」
―――「じゃあ，誰にほめてもらいますか？」―――「お母さん。」―――「じゃあ，どんなときにほめてもら
いますか？」―――「友だちができないことができたときとか，お手伝いとかしたとき。」―――「じゃあ，ど
んなことをしてもらったらほめてもらったと思いますか？」―――「すごいとか。」―――「じゃあ，ほめても
らったらどんな気持ちになりますか？」―――「うれしい気持ち。くらい。」 
 
5年生 
●男児 
5－①M「ここに，いろいろな言葉と絵がグループに分けて置いてあります。この5つのことを，何かいいことをしたり，
頑張ったときに，してもらったらうれしいなって思う順番に並べてください。」―――並べてもらう。―――「ど
うして頼りになるねや優しいねが1番うれしいと思いましたか？」―――「まあ，言われると，頼りにされてる
と思うから。」―――「じゃあ，次の質問です。ここに親，先生，友だち，下級生と書いてある4枚のカードがあ
ります。この4人の人に，頼りになるねや優しいねって言ってもらったときに，うれしいなって思う順番に，4
人の人を並べてください。」―――並べてもらう。―――「どうして友だちが1番うれしいと思いましたか？」―
――「まあ，友だちは1年生からずっと一緒に過ごしてきたから，その友だちに頼りにされるとうれしいから。」
―――「じゃあ，よく頑張ったねや～できるようになったねって言ってもらったときはどうですか？」―――並
べてもらう。―――「どうして親が1番うれしいと思いましたか？」―――「まあ，親はずっと変わらないから，
できるようになったことは知ってほしいから。」―――「じゃあ，物をもらったときはどうですか？これは，親
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と先生だけで考えてみてください。」―――並べてもらう。―――「どうして先生が1番うれしいと思いました
か？」―――「まあ，先生はいつも話してて，授業とか教えてもらっていて，それをできたみたいなそれでやっ
たんだったら，物をもらったらできているなと思うから。」―――「じゃあ，ありがとうや笑ってくれたときは
どうですか？」―――並べてもらう。―――「どうして友だちが1番うれしいと思いましたか？」―――「あり
がとうって言われたら，優しいし，次は助けてくれそうだから。」―――「じゃあ，すごいや上手って言っても
らったときはどうですか？」―――並べてもらう。―――「どうして親が1番うれしいと思いましたか？」――
―「まあ，さっきと同様，親は親で，自分のことを知ってほしいから。」―――「じゃあ，次の質問です。ほめ
るという言葉を知っていますか？」―――「なんとなく。」―――「どんな意味か教えてくれますか？」―――
「いや，なんとなく使っているけど，意味は説明できない。」―――「じゃあ，誰にほめてもらいますか？」―
――「まあ，親とか先生とか友だちとか。」―――「他には？」―――「親戚とか。」―――「じゃあ，どんなと
きにほめてもらいますか？」―――「まあ，勉強が分からなかったとこができたときとか，テストでいい点を取
れたとき。」―――「じゃあ，どんなことをしてもらったらほめてもらったと思いますか？」―――「まあ，外
出とか，普通に～できたねとか。」―――「じゃあ，ほめてもらったらどんな気持ちになりますか？」―――「う
れしいとか，勉強だったら達成感とか。」 
 
5－②M「ここに，いろいろな言葉と絵がグループに分けて置いてあります。この5つのことを，何かいいことをしたり，
頑張ったときに，してもらったらうれしいなって思う順番に並べてください。」―――並べてもらう。―――
「どうして頼りになるねや優しいねが1番うれしいと思いましたか？」―――「えっとこう，頼りになるねと
か，優しいねっていうのは，自分がまた，もっと頼りになるようにしたいとか，優しいようにしたりとかって，
努力したりすることができるしうれしいから。」―――「じゃあ，次の質問です。ここに，親，先生，友だち，
下級生と書いてある4枚のカードがあります。この4人の人に，優しいねや頼りになるねって言ってもらったと
きに，うれしいなって思う順番に，4人の人を並べてください。」―――並べてもらう。―――「どうして友だ
ちが1番うれしいと思いましたか？」―――「えっと，こうなんか，1番遊んだりとか，日が会うっていうか，
結構親しいというか，遊んだりする仲なので，優しいとか，頼りになるねって言われたら，こうもっと仲が深
まるというか，うれしいから。」―――「じゃあ，よく頑張ったねや～できるようになったねって言ってもら
ったときはどうですか？」―――並べてもらう。―――「どうして親が1番うれしいと思いましたか？」――
―「えっとこう，小さいときから一緒にいて，こうどういう風に成長してきたとかも親は知っているから，よ
く頑張ったねとか，～できるようになったねっていうのが，親はすごい成長しているのっていうか，自分でも
成長しているってことを，自分でも分かるっていうか，親に言われるとすごい説得力があるし，うれしいから。」
―――「じゃあ，ありがとうや笑ってくれたときはどうですか？」―――並べてもらう。―――「どうして友
だちが1番うれしいと思いましたか？」―――「1番最初に聞かれたやつと似ているんですけど，もっと仲が深
まるし，自分ももっとこうすっきりした気持ちとか，ありがとうって言われたら，もっとありがとうって言わ
れるように，もっと行動していこうって思うから。」―――「じゃあ，物をもらったときはどうですか？これ
は，親と先生だけで考えてみてください。」―――並べてもらう。―――「どうして親が1番うれしいと思いま
したか？」―――「2番目に聞かれたやつと一緒で，こうずっと親と小さいときから過ごしているから，何か
できたときに，ご褒美とかでよくもらったりするから，そのときは親にもらった方がうれしい。」―――「じ
ゃあ，すごいや上手って言われたときはどうですか？」―――並べてもらう。―――「どうして友だちが1番
うれしいと思いましたか？」―――「えっとこう，すごい，上手って言われたら，例えば，なんかをしてて，
頑張ったときにすごい，上手って言われたら，友だちはずっと練習してきているのを見ているから，言われた
ら，あっ，上手にできているんだなって思えるからうれしい。」―――「じゃあ，次の質問です。ほめるとい
う言葉は知っていますか？」―――「あっ，はい。」―――「どんな意味か教えてくれますか？」―――「ほ
める？こう何かしてて，今までできなかったことができたりしたときに，あのー，すごいねとか，よくできた
ねって言ってもらうこと。」―――「じゃあ，誰にほめてもらいますか？」―――「親とか先生，友だち，習
い事をしているサッカーのコーチとか，いとことか，お姉ちゃんとか，おじいちゃんとか，おばあちゃんとか。」
―――「じゃあ，どんなときにほめてもらいますか？」―――「なんか今までできなかったことができたとき
とか，なんか学校でして，親とかにこういうことをしたよとか言ったら，よくやったねとかほめてくれる。」
―――「他には？」―――「なんか，いとこの家でゲームとかしてて，結構すごいとこまでいったときにすご
いねって言ってもらう。」―――「じゃあ，どんなことをしてもらったらほめてもらったと思いますか？」―
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――「コーチにすごいプレイをしたときは，普通にナイスプレイとか言われて，何かでできなかったことがで
きたときとかは，結構すごい，すごい，すごいって言われる。」―――「じゃあ，ほめてもらったらどんな気
持ちになりますか？」―――「また，ほめられるようにもっと頑張ろうとか，こうなんかサッカーをしている
ときに，自分がすごいって言われたら，自分はいいプレイをしたんだなって自覚できるし，自分でいいプレイ
なんだって思うようにする。」 
 
5－③M「ここに，いろいろな言葉と絵がグループに分けて置いてあります。この5つのことを，何かいいことをしたり，
頑張ったときに，してもらったらうれしいなって思う順番に並べてください。」―――並べてもらう。―――「ど
うしてすごいや上手が1番うれしいと思いましたか？―――「このすごいや上手っていうのは，認めてもらえる
気がするから。」―――「じゃあ，次の質問です。ここに，親，先生，友だち，下級生と書いてある4枚のカード
があります。この4人の人に，すごいや上手って言ってもらったときに，うれしいなって思う順番に，4人の人を
並べてください。」―――並べてもらう。―――「どうして親が1番うれしいと思いまいしたか？」―――「えっ
と，1番一緒にいる時間が長いから。後，関係が深まっている気がするから。下級生とかは，あんまり話すこと
がないし，友だちは話すけどそこまでだし。」―――「じゃあ，頼りになるねや優しいねって言ってもらったと
きはどうですか？」―――並べてもらう。―――「どうして先生が1番うれしいと思いましたか？」―――「学
校の中だったら，学校の中で助けてあげたりしたら，自分も先生もいい気持になるし，親とかだったら，家とか
では，手伝いとかはするけど，そこまでしないっていうか，何か手伝ったり，助けたりすることは，学校にいる
ときが多いから，先生に言われるとうれしい。」―――「じゃあ，よく頑張ったねや～できるようになったねっ
て言ってもらったときはどうですか？」―――並べてもらう。―――「どうして友だちが1番うれしいと思いま
したか？」―――「学校とかだったら，1番見てくれているのは友だちだし，そんなに親とかは学校にはこんし，
先生はほかのとことか見とったら，そんなに見てないし，下級生と一緒にいることは少ないから，近くで見てく
れとる友だちに言われたらうれしい。」―――「じゃあ，ありがとうって言ってもらったり，笑ってくれたとき
はどうですか？」―――並べてもらう。―――「どうして親が1番うれしいと思いまいしたか？」―――「先生
とかは，ありがとうとかよりは優しいねとかの方が多いし，友だちもあまりありがとうとかは言わない。親が，
ありがとうとかまたやってって笑いながら言ってくれるからうれしい。」―――「じゃあ，物をもらったときは
どうですか？これは，親と先生だけで考えてみてください。」―――並べてもらう。―――「どうして，親が1
番うれしいと思いましたか？」―――「親とかは，いつもほしいとか言ったら買ってくれるし，遠慮とかしない
から。」―――「次の質問です。ほめるという言葉は知っていますか？」―――「はい。」―――「どんな意味か
教えてくれますか？」―――「すごいとか，ありがとうとかそういうやつ。」―――「じゃあ，誰にほめてもら
いますか？」―――「お父さんとか。後，友だちとかにも言われる。」―――「じゃあ，どんなときにほめても
らいますか？」―――「難しいことができたときとか。重い荷物を持ってあげたときとか。」―――「じゃあ，
どんなことをしてもらったらほめてもらったと思いますか？」―――「ありがとうとか。後，タッチ。お小遣い
とか。」―――「じゃあ，ほめてもらったらどんな気持ちになりますか？」―――「うれしい。後，やってよか
った。」―――「他には？」―――「もう一度やって，助けてあげたい。」 
 
5－④M「ここに，いろいろな言葉と絵がグループに分けて置いてあります。この5つのことを，何かいいことをしたり，
頑張ったときに，してもらったらうれしいなって思う順番に並べてください。」―――並べてもらう。―――「ど
うしてすごいや上手が1番うれしいと思いましたか？」―――「なんかやったりしたら1番できているんだなって
思えるから。」―――「じゃあ，次の質問です。ここに，親，先生，友だち，下級生と書いてある4枚のカードが
あります。この4人の人に，すごいや上手って言ってもらったときに，うれしいなって思う順番に4人の人を並べ
てください。」―――並べてもらう。―――「どうして友だちが1番うれしいと思いまいしたか？」―――「友だ
ちが1番仲が良いから。」―――「じゃあ，ありがとうって言ってもらったり，笑ってくれたときはどうですか？」
―――並べてもらう。―――「どうして友だちが1番うれしいと思いましたか？」―――「1番笑いあったりして
いるから，その友だちにしてもらうと，認めてもらっていると思えるから。」―――「じゃあ，頼りになるねや
優しいねって言ってもらったときはどうですか？」―――並べてもらう。―――「どうして友だちが1番うれし
いと思いましたか？」―――「友だちが優しいから，優しい人に言ってもらえたら本当に優しいんだなって思え
るから。」―――「じゃあ，よく頑張ったねや～できるようになったねって言ってもらったときはどうですか？」
―――並べてもらう。―――「どうして親が1番うれしいと思いましたか？」―――「なんか，友だちとかに言
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われてもからかいとかに聞こえるから。親は素直にうれしい。」―――「じゃあ，物をもらったときはどうです
か？これは，親と先生だけで考えてみてください。」―――並べてもらう。―――「どうして親がうれしいと思
いましたか？」―――「まあ，先生より勉強したり，遊んだり，親しい存在だからそういう人にしてもらうのが
1番うれしい。」―――「じゃあ，次の質問です。ほめるという言葉は知っていますか？」―――「うん。」――
―「どんな意味か教えてくれますか？」―――「できたことを認めて盛り上げる感じ。」―――「じゃあ，誰に
ほめてもらいますか？」―――「友だちとか，親とか，先生とか。」―――「じゃあ，どんなときにほめてもら
いますか？」―――「すごいことをしたときとか，助けてあげたときとか。まあ，いいことしたときとか，勉強
頑張ったとき。」―――「じゃあ，どんなことをしてもらったらほめてもらったと思いますか？」―――「まあ，
よくやったねとか，すごいねとか。助けてあげたときは，ありがとうとか。それくらい。」―――「じゃあ，ほ
めてもらったらどんな気持ちになりますか？」―――「うれしいとか，上機嫌とか。それくらい。」 
 
5－⑤M「ここに，いろいろな言葉と絵がグループに分けて置いてあります。この5つのことを，何かいいことをしたり，
頑張ったときに，してもらったらうれしいなって思う順番に並べてください。」―――並べてもらう。―――「ど
うして物をもらったときが1番うれしいと思いましたか？」―――「物はなくならないし，ずっと残るから言葉
を言ってもらうより物質の方がうれしい。」―――「じゃあ，ここに，親，先生，友だち，下級生と書いてある4
枚のカードがあります。まずは，友だちと下級生はなしで，親と先生から物をもらったときに，うれしいなって
思う順番に2人の人を並べてください。」―――並べてもらう。―――「どうして親がうれしいと思いましたか？」
―――「なんとなく。」―――「じゃあ，頼りになるねや優しいねって言ってもらったときはどうですか？」―
――並べてもらう。―――「どうして友だちが1番うれしいと思いましたか？」―――「なんとなく。」―――「じ
ゃあ，ありがとうって言ってもらったり，笑ってくれたときはどうですか？」―――「たぶん，全部おんなじ。」
―――「全部友だちが1番うれしい？」―――「うん。」―――「じゃあ，次の質問です。ほめるという言葉は知
っていますか？」―――「はい。」―――「どんな意味か教えてくれますか？」―――「んー，なんて言えばい
いだろ。なんか，自分がすごいとか，上手とか，称えてもらうこと。」―――「じゃあ，誰にほめてもらいます
か？」―――「先生，父親，友だちだけ。」―――「どんなときにほめてもらいますか？」―――「人のために
なることをしたとき。テストで高い点数を取ったとき。」―――「じゃあ，どんなことをしてもらったらほめて
もらったと思いますか？」―――「ゲームを買ってもらったとき。スキーに行ったとき。後，ありがとうとか，
すげっ，やばいだろとか。」―――「じゃあ，ほめてもらったらどんな気持ちになりますか？」―――「うれし
い，自分のやったことを誇りに思う。」 
 
●女児 
5－①F「ここに，いろいろな言葉と絵がグループに分けて置いてあります。この5つのことを，何かいいことをしたり，
頑張ったときに，してもらったらうれしいなって思う順番に並べてください。」―――並べてもらう。―――
「どうして頼りになるねや優しいねが1番うれしいと思いましたか？」―――「えっと，なんだろうな，なん
か，人が，自分に対してなんか1番いい感じで言ってくれてるって思うから。」―――「じゃあ，次の質問です。
ここに親，先生，友だち，下級生と書いてある4枚のカードがあります。この4人の人に，優しいねや頼りにな
るねって言ってもらったときに，うれしいなって思う順番に，4人の人を並べてください。」―――並べてもら
う。―――「どうして先生が1番うれしいと思いましたか？」―――「え，なんか，学校の中の年上の人がほ
めてくれるっていうか，そういうことを言ってくれたら1，番うれしいから。」―――「じゃあ，ありがとうや
笑ってくれたときはどうですか？」―――並べてもらう。―――「どうして友だちが1番うれしいと思いまし
たか？」―――「難しいなあ。友達にこうやって言ってもらったりすると，1番元気がでるから。」―――「じ
ゃあ，すごいや上手って言ってもらったときはどうですか？」―――並べてもらう。―――「どうして親が1
番うれしいと思いましたか？」―――「なんか，自分の親だと信じれるっていうか，勇気がもらえるし，まあ
そんな感じ。」―――「じゃあ，よくがんばったねや～できるようになったんねって言ってもらったときはど
うですか？」―――並べてもらう。―――「どうして先生が1番うれしいと思いましたか？」―――「自分に
教えてくれた人に，認めてもらえるのがうれしいから。」―――「じゃあ，物をもらったときはどうですか？
これは，親と先生だけで考えてみてください。」―――並べてもらう。―――「どうして先生が1番うれしいと
思いましたか？」―――「先生からはめったにもらえないから，もらえたらうれしい。」―――「じゃあ，次
の質問です。ほめるという言葉は知っていますか？」―――「うん。」―――「どんな意味か教えてくれます
重永・田中：子どもは「ほめ」をどのようにとらえているのか 
 
か？」―――「意味？なんかできるようになってねみたいな，何かができるようになったときにしてもらうこ
と。」―――「じゃあ，誰にほめてもらいますか？」―――「親と先生，友だち，おばあちゃん，年上のいと
ことか。終わり。」―――「じゃあ，どんなときにほめてもらいますか？」―――「いいことをしたとき。な
んか，部屋の片づけとか，おばあちゃんが洗濯をするときに大変そうだからお手伝いしたとき。後は，年上の
いとことオセロをしてて勝ったとき。そんな感じ。」―――「じゃあ，どんなことをしてもらったらほめても
らったと思いますか？」―――「よくできたねとか。」―――「他には？」―――「すごいとか，頑張ったね
とか。」―――「じゃあ，ほめてもらったらどんな気持ちになりますか？」―――「オセロの場合だったら，
ほかの人ともやってみたいとか。部屋の片づけだったら，うれしいとか，次からは言われずに片付けをしよう
とか思う。」 
 
5－②F「ここに，いろいろな言葉と絵がグループに分けて置いてあります。この5つのことを，何かいいことをしたり，
頑張ったときに，してもらったらうれしいなって思う順番に並べてください。」―――並べてもらう。―――「ど
うしてありがとうや笑ってくれるが1番うれしいと思いましたか？」―――「ありがとうって言ってくれると，
自分でもやってよかったなって思えるから。」―――「じゃあ，次の質問です。ここに，親，先生，友だち，下
級生と書いてある4枚のカードがあります。この4人の人にありがとうって言ってもらったり，笑ってもらったと
きに，うれしいなって思う順番に4人の人を並べてください。」―――並べてもらう。―――「どうして友だちが
1番うれしいと思いましたか？」―――「えっと，友だちは親とか，先生とか，下級生とかと違って，自分と同
じ年の子で，だから，友だちに言ってもらった方がその分うれしい。親とか，先生とかと違って1番親しい。親
は1番一緒にいるけど，友だちは親とは違って一緒に笑ったりできるから。」―――「じゃあ，よく頑張ったねや
～できるようになったねって言ってもらったときはどうですか？」―――並べてもらう。―――「どうして親が
1番うれしいと思いましたか？」―――「親はいつも私の宿題とか，成績とかを見てくれたりしてくれるから。
後，1番身近で自分の成長を見てくれてた人だからうれしい。」―――「じゃあ，すごいや上手って言ってもらっ
たときはどうですか？」―――並べてもらう。―――「どうして下級生が1番うれしいと思いましたか？」――
―「下級生は，私の上学年のところを見て言ってくれてると思うから，そういうちっちゃい子に言ってもらえる
と、もっと頑張ろうとか，うれしいとか，自分を1番上として，目印として，見てくれているのかなとか思うか
ら。」―――「じゃあ，頼りになるねや優しいねって言ってもらったときはどうですか？」―――並べてもらう。
―――「どうして友だちが1番うれしいと思いましたか？」―――「えっと，友だちは，なんか，親とかだった
ら，よく言われるけど，友だちが言ってくれたときが1番うれしい。」―――「親と友だちの違いってなんですか？」
―――「友だちはいつも一緒に過ごしているから，友だちに言われるとうれしい。」―――「じゃあ，物をもら
ったときはどうですか？これは，親と先生だけで考えてみてください。」―――並べてもらう。―――「どうし
て先生が1番うれしいと思いましたか？」―――「えっと，先生は普段，教えてくれるしかしてくれないから，
先生から何かもらえるとうれしい。親から何かプリントとかして，がんばったねって何かもらうよりも，教えて
くれたり，話してくれたりしかしてくれない先生から何かもらった方がうれしい。」―――「じゃあ，次の質問
です。ほめるという言葉は知っていますか？」―――「はい。」―――「どんな意味か教えてくれますか？」―
――「はい。相手のしたことをすごいなとか思ってぱっと出ちゃうもの。」―――「じゃあ，誰にほめてもらい
ますか？」―――「多いのは，親友とか弟とか。親友は，私がぱってした感じ，ちょっと気になって普通にした
感じとか，小っちゃいことでもほめてくれるから，その分少し多い。」―――「他には？」―――「親は二番目
くらいで，家では，学校とは違って，そんなにやったことがないからそんなにほめてもらったことはない。」―
――「それくらいかな？」―――「まあ，親友や友だち。下級生とかもたまにすごいとかほめてくれる。」――
―「じゃあ，どんなときにほめてもらいますか？」―――「えっと，委員会とかで手伝ってあげたり，私は飼育
委員会なんですけど，親友が同じ委員会で，少し時間が足りないときに手伝ってあげたり，弟は，えっと，弟が
悩んでいたことを聞いてあげたりしたときにほめてもらう。親には，宿題を早くしたり，お手伝いをしたりした
ときにほめててもらう。後，弟の面倒とを見てあげたとき。」―――「下級生には，どんなときにほめてもらう？」
―――「下級生が気づかないところを掃除したときとか，一輪車とか，縄跳びとか，下級生の子ができないこと
をしたときにほめてもらう。」―――「じゃあ，どんなことをしてもらったらほめてもらったと思いますか？」
―――「ありがとうとか，がんばったねとか，すごいとか。」―――「じゃあ，ほめてもらったらどんな気持ち
になりますか？」―――「うれしい，よかった，また頑張ろうとか，もっとできるかもしれないとか。」 
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5－③F「ここに，いろいろな言葉と絵がグループに分けて置いてあります。この5つのことを，何かいいことをしたり，
頑張ったときに，してもらったらうれしいなって思う順番に並べてください。」―――並べてもらう。―――「ど
うしてよく頑張ったねや～できるようになったねが1番うれしいと思いましたか？」―――「え，なんか頑張っ
たときに，友だちからほめてもらうのが1番うれしいから。」―――「じゃあ，次の質問です。ここに，親，先生，
友だち，下級生と書いてある4枚のカードがあります。この4人の人に，よく頑張ったねや～できるようになった
ねって言ってもらったときに，うれしいなって思う順番に4人の人を並べてください。」―――並べてもらう。―
――「どうして親が1番うれしいと思いましたか？」―――「なんか，いつも見てくれているから，そう言われ
るとうれしい。」―――「じゃあ，すごいや上手って言ってもらったどうですか？」―――並べてもらう。――
―「どうして友だちが1番うれしいと思いましたか？」―――「学校で，体育とかで，友だちよりうまくできた
ときに，言われるといい気分になるから。」―――「じゃあ，ありがとうや笑ってくれたときはどうですか？」
―――並べてもらう。―――「どうして友だちが1番うれしいと思いましたか？」―――「親切なことをやって
あげたら，友だちによく言ってもらえるから。」―――「じゃあ，頼りになるねや優しいねって言ってもらった
ときはどうですか？」―――並べてもらう。―――「どうして先生が1番うれしいと思いましたか？」―――「な
んか，先生に，さっきとつながるんですけど，友だちに親切にしたら，先生に，友だちにやったことをほめても
らえるから。」―――「じゃあ，物をもらったときはどうですか？これは，親と先生だけで考えてみてください。」
―――並べてもらう。―――「どうして親が1番うれしいと思いましたか？」―――「なんか親から，頑張った
ときに物をもらってうれしいから。」―――「じゃあ，次の質問です。ほめるという言葉は知っていますか？」
―――「うん。」―――「どんな意味か教えてくれますか？」―――「なんか，友だちがすごいとか，自分がう
れしくなることを言ってくれること。」―――「じゃあ，誰にほめてもらいますか？」―――「親とか友だちと
か。」―――「他には？」―――「先生。後，塾の先生。」―――「じゃあ，どんなときにほめてもらいますか？」
―――「親は，テストでいい点をとったときとか，学校でいいことをいたとき。先生には，授業のこととか。友
だちには，友だちができなかったことができたときにほめてもらう。」―――「じゃあ，どんなことをしてもら
ったらほめてもらったと思いますか？」―――「すごいねとか，よくできましたとか，うまいねとか。」―――
「じゃあ，ほめてもらったらどんな気持ちになりますか？」―――「うれしくなるし，なんか，もっと友だちと
かに親切にしたくなる。」―――「それは，またほめられたいから？友だちのことを思って？」―――「友だち
のことを思って。」―――「他には？」―――「心が広くなる。」―――「心が広くなるって？」―――「みんな
のことを思って優しくなる。」 
 
5－④F「ここに，いろいろな言葉と絵がグループに分けて置いてあります。この5つのことを，何かいいことをしたり，
頑張ったときに，してもらったらうれしいなって思う順番に並べてください。」―――並べてもらう。―――「ど
うしてよく頑張ったねや～できるようになったねがうれしいが1番うれしいと思いましたか？」―――「え，な
んだろう。1番やってよかったと思うから。」―――「じゃあ，次の質問です。ここに，親，先生，友だち，下級
生と書いてある4枚のカードがあります。この4人の人に，よく頑張ったねや～できるようになったねって言って
もらったときに，うれしいなって思う順番に，4人の人を並べてください。」―――並べてもらう。―――「どう
して親が1番うれしいと思いましたか？」―――「いっつも見守ってくれているから。」―――「じゃあ，すごい
ねや上手だねって言ってもらったときはどうですか？」――――並べてもらう。―――「どうして友だちが1番
うれしいと思いましたか？」―――「友だちとかだったら，できない子がいて，それを自分ができたときに言っ
てもらえたらうれしいから。」―――「じゃあ，ありがとうや笑ってくれたときはどうですか？」―――並べて
もらう。―――「どうして先生が1番うれしいと思いましたか？」―――「え，なんとなくだけど1番うれしい。」
―――「じゃあ，頼りになるねや優しいねって言ってもらったときはどうですか？」―――並べてもらう。――
―「どうして下級生が1番うれしいと思いましたか？」―――「下級生に言われると，見本になっている感じが
するから。」―――「じゃあ，物をもらったときはどうですか？これは，親と先生だけで考えてみてください。」
―――並べてもらう。―――「どうして親が1番うれしいと思いましたか？」―――「なんだろう。分かんない
けど，なんとなく親がうれしい。」―――「じゃあ，次の質問です。ほめるという言葉は知っていますか？」―
――「うん。」―――「どんな意味か教えてくれますか？」―――「意味？え，なんとなくしか分からない。」―
――「なんとなくって？」―――「分かるけどうまく説明できない。」―――「じゃあ，誰にほめてもらいます
か？」―――「親。妹。先生。友だち。くらい。」―――「じゃあ，どんなときにほめてもらいますか？」――
―「テストの点数が良かったときとか，何かお手伝いとしたとき。」―――「他には？」―――「ノートのまと
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め方が綺麗だったときとか，発表したときとか。」―――「じゃあ，どんなことをしてもらったらほめてもらっ
たと思いますか？」―――「すごいとか，頑張ったねとか，さすがとか。」―――「じゃあ，ほめてもらったら
どんな気持ちになりますか？」―――「分からん。」 
 
5－⑤F「ここに，いろいろな言葉と絵がグループに分けて置いてあります。この5つのことを，何かいいことをしたり，
頑張ったときに，してもらったらうれしいなって思う順番に並べてください。」―――並べてもらう。―――「ど
うしてよく頑張ったねや～できるようになったねが1番うれしいと思いましたか？」―――「やっぱり，この中
で，1番ほめてもらってるなって思えるから1番うれしい。」―――「じゃあ，次の質問です。ここに，親，先生，
友だち，下級生と書いてある4枚のカードがあります。この4人の人に，よく頑張ったねや～できるようになった
ねって言ってもらったときに，うれしいなって思う順番に，4人の人を並べてください。」―――並べてもらう。
―――「どうして先生が1番うれしいと思いましたか？」―――「先生に，いろいろ教えてもらってるから，そ
の先生に，～できるようになったねって言われたら1番うれしい。」―――「じゃあ，すごいや上手って言っても
らったときはどうですか？」―――並べてもらう。―――「どうして友だちが1番うれしいと思いましたか？」
―――「今，学校で，プラス言葉っていうのをやってて，仲の良い友だちに，すごいとか，上手って言ってもら
ったらすごいうれしいし，なんか，ありがとうってなるから1番うれしい。」―――「じゃあ，頼りになるねや優
しいねって言ってもらったときはどうですか？」―――「並べてもらう。」―――「どうして下級生が1番うれし
いとおもいましたか？」―――「私が，高学年で5年生だし，下級生に頼りになるねとか言われたら，ここまで
やってきてよかったなって思えるし，下級生のお手本になっていると思うから。」―――「じゃあ，ありがとう
って言ってもらったり，笑ってくれたときはどうですか？」―――「このまま。」―――「どうして下級生が1
番うれしいと思いましたか？」―――「さっきと一緒。」―――「じゃあ, ，物をもらったときはどうですか？
これは，親と先生だけで考えてみてください。」―――並べてもらう。―――「どうして親が1番うれしいと思い
ましたか？」―――「賞状もらったりするときは，あんまり先生しかそういう部分を見てくれていないけど，親
に何かもらったりするのは，親が見てくれているっていうのがわかるから，親のほうがうれしい。」―――「じ
ゃあ，次の質問です。ほめるという言葉は知っていますか？」―――「うん。」―――「どんな意味か教えてく
れますか？」―――「先生とか，親とかに，自分のやったことを認めてもらうことかな。」―――「じゃあ，誰
にほめてもらいますか？」―――「友だち。後，親が，私がテストで100点取ったときに，すごいねって言って
くれた。」―――「他には？」―――「それくらいかな。」―――「じゃあ，どんなときにほめてもらいますか？」
―――「テストで100点取ったときとか，助けてあげたときとか。」―――「他には？」―――「それくらい。」
―――「じゃあ，どんなことをしてもらったらほめてもらったと思いますか？」―――「まあ，ありがとうとか，
すごいねとか。」―――「じゃあ，ほめてもらったらどんな気持ちになりますか？」―――「頑張ってよかった。
友だちに，言ってもらったときは役に立ったんだなって思う。」 
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付録 2 
インタビューで使用したイラスト 
●「愛情」の「ほめ」 
 
 
●「能力」の「ほめ」 
 
●「努力」の「ほめ」 
 
 
 
重永・田中：子どもは「ほめ」をどのようにとらえているのか 
 
●「性格」の「ほめ」 
 
 
●「物質」の「ほめ」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
